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1. 僕らは日本語を学んでいないらしい

 よく言われることだが、英語を 6年も学んでも使えないことをもって日本の基礎教育は批判を受ける。しかし、実は日本語も学んでないことは、卒論を書いたりレポートを書くことで実感できる。一体、日本の義務教育は何のためにあるのだろうか。どうにか意味の通る文章が書けるのは小説等の本を多く読んだ者、つまりは独学した者だけである。大学での講義では演習をする時間の余裕が少なくなってきてしまったが、やはり何かを身に付けるには演習は欠かせないらしい。

 自分自身もかつての指導教官には論文執筆に際して何度も多大な迷惑をかけてしまったが、ここでは卒論等を執筆する際に気を付けておいて欲しい技術的なことを列挙しておく。作文技術そのものについては、本多勝一著「日本語の作文技術」(朝日文庫,1982)を必ず読んでおくこと。

2. 「理科系の作文技術」から

　これ以下の文章は、「理科系の作文技術(木下是雄著、中公新書、1992)」の内容に、若干の私見を入れて集約したものである。が、しかし、やはり原書を読んで欲しい。また、近年はワ－プロによって文書を作成するのがほとんど当たり前になってきているがこの文献そのものは古い(1981年初版)ため、そういった現状に即さない部分も多々ある。そこで、もうひとつ「ワープロ作文技術(木村　泉著、岩波新書、1993)」も参考にして欲しい。また、「科学英語論文のすべて(日本物理学会・編、丸善、1984)」も名著であり、例文付きで分かりやすい手引きのひとつである。英文論文とは無関係に、論文を書く場合の手引きにもなるので是非一読されたい。

　実験のレポートのみならず、卒論・修論、あるいは会社に入ってからの報告書作成の参考になれば幸いである。この文書そのものは箇条書きに近い形をしており、この文書が手本ではないことに注意して欲しい。これはあくまでも手引きの手引きである。

2.1 序章として

(a) はじめに

　理(工)系の人が仕事のために書く文書(以後「仕事の文書」とも呼ぶ)で、他人に読んでもらうことを目的として書くものは、その特徴はどこにあるか。それは読者に伝えるべき内容が事実(状況を含む)と意見(判断や予測を含む)とに限られ、心情的要素を含まないことである。事実や状況について、人に伝える知識と人から伝えられる知識とを情報と呼び、仕事の文書は情報と意見だけの伝達を使命とするといってもよい。このような性格を持つ理(工)系の文書を書くときの心得として、

   ●主題について述べるべき事実と意見を精選し、

   ●それらに、事実と意見とを峻別しながら、順序よく明快・簡潔に記述すること

に要約できる。

(b) 内容の精選

　必要なことは洩れなく記述し、必要でないことは１つも書かないのが、文書を書く時の第一原則である。何が必要かは、目的(用件)や相手(読者)の要求および予備知識に依存する。その判断に、書く人の力量が現われる。

(c) 事実と意見の区別

　事実と意見(判断)との区別を明確にすることが特に重要である。これは何でもなさそうに聞こえるが、実はそれほど容易ではない。技術報告や科学論文の中で意見と事実のすり替えが行われると、論理の組立てがチグハグになって不当な結論が導き出されることも稀ではない。
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